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す
る
の
に
必
要
な
最
小
限
の
非
常

持
出
品
を
準
備
し
、
い
つ
で
も
持

ち
出
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

★
避
難
時
の
心
得

◦�

避
難
勧
告
が
出
て
い
な
く
て
も
、

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
り
周
辺

地
域
で
避
難
勧
告
が
出
た
と
き

は
、
自
主
的
に
避
難
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

◦�

避
難
勧
告
が
出
た
と
き
に
は
、
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　
近
所
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
避
難
を
助
け
ま
し
ょ
う
。

★
日
ご
ろ
の
備
え

◦
気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、
最

新
の
気
象
情
報
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◦
環
境
整
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　
雨
ど
い
や
溝
の
そ
う
じ
を
し
て

水
は
け
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は

固
定
し
た
り
、片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

�　
災
害
時
の
安
全
な
避
難
方
法
、

避
難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
に
つ

い
て
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦�

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　
増
水
し
た
川
や
用
水
路
、
海
の

波
打
ち
際
は
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
が
け
崩
れ
が
起
こ
り
そ
う
な

場
所
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦�

非
常
持
出
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

�　
水
、
食
糧
、
貴
重
品
な
ど
避
難

梅
雨
・
台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

災害時の避難場所一覧
地域 避難場所 電話番号 地域 避難場所 電話番号

東
市
来
地
域

一
　
次

高山地区公民館 ２７４－９８５６

伊
集
院
地
域

一
　
次

日置市中央公民館 ２７３－１９１９
上市来地区公民館 ２７４－３６６５ 飯牟礼児童館 ２７３－１６３２
東市来保健センター ２７４－２１１１ 土橋児童館 ２７３－９１３０
湯田地区公民館 ２７４－２８６３ 伊集院北児童館 ２７３－０７６９
伊作田地区公民館 ２７４－９８７０ 妙円寺児童館 ２７２－４５５０
皆田地区公民館体育館 ２７４－２１５２

二
　
次

伊集院地区公民館 ２７３－０３１５
美山小学校体育館 ２７４－２２０３ 伊集院武道館 ２７３－２１１１

二
　
次

上市来小学校体育館 ２７４－９３０２ 伊集院小学校体育館 ２７３－４８５２
鶴丸小学校体育館 ２７４－２１０３ 伊集院中学校体育館 ２７３－４８５１
湯田小学校体育館 ２７４－２０４３ 伊集院総合体育館 ２７３－１０３３
伊作田小学校体育館 ２７４－２７１８ 伊集院北小学校体育館 ２７３－４８５８
川原記念館 ２７４－２１１１ 伊集院北中学校体育館 ２７２－４９９６

吹
上
地
域

一
　
次

吹上中央公民館 ２９６－２１２４ 土橋小学校体育館 ２７３－９３３１
吹上老人福祉センター ２９６－２３９４ 土橋中学校体育館 ２７３－９２３０
藤元地区体育館 ２９６－２８９６ 飯牟礼小学校体育館 ２７３－２５８０
平鹿倉地区公民館 ２９６－２８８９ 妙円寺小学校体育館 ２７３－１８２２
永吉地区体育館 ２９７－２００５

日
吉
地
域

一
　
次

中区集会施設 ２９２－４３０２
坊野部消防詰所 ２９６－２１１１ 扇尾地区公民館 ２９２－４０６０
和田小学校 ２９６－２１３４ 日吉老人福祉センター ２９２－２３２１

二
　
次

花田小学校 ２９６－２１４９
二
　
次

日吉中央公民館 ２９２－２００１
野首地区公民館 ２９６－２１２７ 山田公民館 ２９２－２１１１
吹上地区公民館 ２９６－２０８３ 住吉小学校体育館 ２９２－２０２２
永吉保育所 ２９７－２５５９ 日吉総合体育館 ２９２－２０５６
吹上浜公園体育館 ２９６－３０７７ ※二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設します。

　
大
雨
、
台
風
、
洪
水
は
地
震
な
ど
の
予
測
が
難
し
い
災
害

と
は
違
い
、
気
象
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
余
裕
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▲�平成22年6月21日　南九州道のり面崩
落に伴う市道陥没

※上記の避難場所は、今後、国・県の指針等の改定にあわせて、見直しを行う予定です。
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自主防災組織を結成しましょう�
☆自主防災組織とは
　自主防災組織とは、地域住民が協力・連携し、災害から「自分の命は自分で守る」そして、「自分たちの
地域は自分たちで守る」という考え方にたって、自主的に防災活動を行う組織のことを言います。

☆自主防災組織の活動は
　自主防災組織は、日ごろから災害に備えたさまざま
な取り組みを実践するとともに、災害時には、災害に
よる被害を最小限にくい止めるための活動を行いま
す。

　≪平常時の活動例≫
　　・地域住民に対する防災知識の普及、啓発
　　・防災訓練の実施
　　・地域内の防災環境の確認
　≪災害時の活動例≫
　　・情報の収集・伝達
　　・救出・救助
　　・初期消火
　　・医療救護
　　・避難誘導
　　・給食・給水活動

　大規模な災害が起こったとき、被害を最小限に抑えるためには、
「自助」「共助」「公助」がうまく連携することが重要だと言われて
います。
　・自助とは、自分の命は自分で守ること�
　・共助とは、自分たちの地域は自分たちで守ること�
　・�公助とは、県や市町村、消防、警察、自衛隊など、公共機関
が防災活動を行うこと

　防災の基本は、「自分の命は自分で守る」ということです。自分、
地域、行政が役割を分担し、それぞれが助け合いながら防災対策
を進めていくことが大切です。

☆災害が発生したら
　１　自分の身の安全を守る。
　２　自分の周りにいる家族を守る。
　３　地域の人たちと助け合いながら、地域を守る活動に移る。

　大規模な災害が発生した場合、消防署などの防災機関だけでは、
充分な対応ができない可能性があります。このような時、地域の
命や財産を守れるのは、そこに住む地域の人たちです。
　阪神・淡路大震災では、救出された人たちの多くが、近所の方々
により救出されたという報告があり、「共助」の役割として住民組織の有効性が改めて認識されています。

☆自主防災組織を結成する場合は、市役所総務課または各支所地域振興課までご連絡ください。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
市
の
職
員
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
仕
事
に
携
わ
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。

「
市
の
職
員
数
は
？
」「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」

　
今
回
は
、
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、
職
員
の
給
与

や
人
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　人件費の状況

３　職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況

４　職員の初任給の状況（平成 ２２年４月１日現在）

２　ラスパイレス指数の状況（平成２２年調査）

　市の職員には、市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や支所などの各施設で働く「一般職」（消防・
医療職などを含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報酬など）の総額は ２１
年度普通会計決算で ２７ 億 ５，９９０ 万円、一人当たり給与費は約 ６０９ 万円となっています。

　一般行政職と技能労務職（学校主事（労務職）、給食
調理員等）、教育職の平均年齢と平均給料月額等を国と
比較すると、次のようになります。

　この指数は、国家公務員の給与水準を １００ とした場
合の地方公務員の給与水準を示す指数で、日置市は平成
22年４月１日現在で 95.5 となっています。

人件費の状況（２１年度普通会計決算）
住民基本台帳人口�
（21年度末）

歳出額�
（Ａ） 実質収支 人件費�

（Ｂ）
人件費率�
（Ｂ／Ａ）

5１，5６７人 23,48１,６5６千円 489,0６9千円 4,094,4７１千円 １７.43％

一般行政職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 43.７歳 33１，9１9円 3７７，７６4円
鹿 児 島 県 44.１歳 32６，599円 40１，980円

国 4１.9歳 325，5７9円 　 － 　円
類 似 団 体 43.8歳 335，６0６円 394，６１8円

（単位：％）
団体名 指数 団体名 指数 団体名 指数

鹿児島市 １0１.７ 奄美市 9７.６ 南種子町 9７.６
鹿屋市 99.5 南九州市 98.3 屋久島町 98.3
枕崎市 9６.3 伊佐市 9７.9 大和村 92.0
阿久根市 9６.６ 姶良市 99.4 宇検村 9１.0
出水市 98.4 三島村 9６.１ 瀬戸内町 90.2
指宿市 99.１ 十島村 94.７ 龍郷町 94.8
西之表市 9７.2 さつま町 95.9 喜界町 92.8
垂水市 9７.5 長島町 9６.0 徳之島町 8７.2
薩摩川内市 99.６ 湧水町 98.5 天城町 90.0
日置市 95.5 大崎町 95.７ 伊仙町 85.７
曽於市 98.4 東串良町 9１.4 和泊町 89.4
霧島市 99.７ 錦江町 9６.６ 知名町 90.5
いちき串木野市 94.9 南大隅町 9６.0 与論町 83.3
南さつま市 9６.１ 肝付町 98.６ 鹿児島県 94.3
志布志市 9６.７ 中種子町 9７.9 類似団体 97.7
（注）１　団体名は県制番号順です。
　　　２　�類似団体とは、人口規模、産業構造が類似している
　　　　　団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

教育職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 39.６歳 295，７4７円 3１2，54７円
鹿 児 島 県 4１.8歳 353，80６円 4１9，8１8円
類 似 団 体 43.3歳 330，６１5円 35６，088円

（注）１　�「平均給料月額」とは、平成22年４月１日現在における職種ごとの
職員の基本給の平均である。

　　　２　�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもので
あり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもので
す。

　　　３　本市と鹿児島県については、給与削減措置後の額です。

技能労務職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 50.７歳 304，0１5円 32１，23６円
う ち 学 校 主 事 50.3歳 3１2，584円 335，5１７円
うち給食調理員 54.9歳 3１0，85６円 3１７，１49円
鹿 児 島 県 48.5歳 329，７2７円 38７，24７円

国 49.3歳 284，5１4円 　 － 　円
類 似 団 体 48.７歳 3１2，3７4円 342，5１2円

区　　分 日置市 鹿児島県 国

一般行政職
大学卒 １７0，4７8円 １６3，590円 １７2，200円
高校卒 １38，６99円 １33，095円 １40，１00円

※本市と鹿児島県については、給与削減措置後の額です。

職員給与費の状況（２１年度普通会計決算）
職員数�
（Ａ）

給　　与　　 一人当たり�
給与費�

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉�
手当

計�
（Ｂ）

453人 １,７６６,１33千円 284,8７１千円 ７08,904千円 2,７59,908千円 ６,092千円

職員給与費の状況（２1年度公営企業会計決算）

事業 職員数�
（Ａ）

給　　与 一人当たり�
給与費�

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉�
手当

計�
（Ｂ）

水　道 １６人 ６2,892千円 9,3１5千円 25,359千円 9７,5６６千円 ６,098千円

病　院 22人 90,5６3千円 3１,952千円 34,540千円 １5７,055千円 ７,１39千円

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は平成2１年４月１日現在の人数です。
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５　職員手当の状況（平成 ２２年４月１日現在）

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事の難易や責
任の度合いに応じて１級から７級に区分されています。職務の
区分と級別の職員数は次のとおりです。

期末手当・勤勉手当

区　分 １人当たり平均支給額�
（2１年度）

2１年度支給割合

期末手当 勤勉手当

日 置 市 １,5６4千円 2.７5月分 １.40月分

鹿児島県 １,６25千円 2.７5月分 １.40月分

国 － 2.７5月分 １.40月分

部����������門 職員数

普通会計�
部門

一般行政�
部門

議 会 　��5人
総 務 　9６人
税 　33人

民 生 　43人
衛 生 　30人
農林水産 　45人
商 工 　��６人
土 木 　30人
下 水 道 　��5人
そ の 他 　53人
計 34６人

教育部門 　9１人
消防部門 　７5人
小　　計 5１2人

公 営 企業等�
会 計 部 門

病　　院 　　0人
水　　道 　１4人
小　　計 　１4人

合���� � � � � � � 計　（H１8.4.１現在　６0１人） 52６人
※教育長を含む

区　分 月������������額 期末手当

市　　　長

給　料

8６2，000円�
（７32，７00円 ） 2１年度支給割合�

3.3月分�
（１5％加算措置あり）

副 市 長 ６5７，000円�
（59１，300円 ）

教 育 長 ６32，000円�
（58１，440円 ）

議 長

報　酬

404，000円�
（39１，880円 ） 2１年度支給割合�

3.3月分�
（１5％加算措置あり）

副 議 長 323，000円�
（3１3，3１0円 ）

議 員 299，000円�
（290，030円 ）

（注）月額（　）は、減額措置[１5％～３％ ]を行った後の実質の支給額です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な�
職務内容

主事補�
（技師補）�
主　事�
（技　師）

主　任 主　査�
係　長

係　長�
主　幹

課長補佐�
参　事 課　長 部　長�

支所長

職員数 １0人 １8人 １１１人 ６６人 ６７人 2７人 ８人 30７人

構成比 3.3% 5.9% 3６.１% 2１.5% 2１.8% 8.8% 2.６% １00%

扶養手当・住居手当・通勤手当
区　分 内容

扶養手当

・配偶者　月額１３，０００円�
・配偶者がいない場合の１人目　月額１１，０００円�
・配偶者以外の扶養親族１人につき　月額６，５００円�
※�満１５歳に達する日以後最初の４月１日から満２２歳に達する日以
後の最初の３月３１日までの子は、１人につき５，０００円を加算。
※支給内容は、国と同じ　

住居手当

１）借家・借間居住者（上限額２７，０００円）�
　・月額家賃が２３，０００円以下の場合�
　　　　月額家賃－１２，０００円�
　・月額家賃が２３，０００円を越える場合�
　　　　（月額家賃－２３，０００円）×１/2＋１１，０００円�
２）持ち家居住者�
　　　月額��２，５００円

通勤手当
２㎞以上に支給（上限額　２４，５００円）�
　　例）　２㎞以上～３㎞未満　　２，０００円�
　　　　　以後、１㎞ごとに４００円を加算

退職手当
区　分 日置市 国

自
己
都
合

勤続20年 23.50月分 23.50月分

勤続25年 33.50月分 33.50月分

勤続35年 4７.50月分 4７.50月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

勧
奨
・
定
年

勤続20年 32.７６月分 30.55月分

勤続25年 4１.34月分 4１.34月分

勤続35年 59.28月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

８　年齢別職員構成の状況（平成２２年４月１日現在）

９　部門別職員数の状況（平成２２年４月１日現在）

６　特別職の給料・報酬等の状況（平成２２年４月１日現在）

７　一般行政職の級別職員数の状況（平成２２年４月１日現在）

60歳以上 1

56～59 51

52～55

48～51 70

44～47 66

40～43

36～39

職員数

60

32～35 66

28～31 40

24～27 21

20～23 13

20歳未満 0

職 員 数（人）

78

59
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「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
」、「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
方
々
の
思
い
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
導
入
さ
れ
た「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
の
寄
附
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、
日

置
市
へ
直
接
寄
附
し
て
い
た
だ
く

「
日
置
市
寄
附
金
」
と
、
鹿
児
島
県

と
県
内
市
町
村
が
、
か
ご
し
ま
応
援

寄
附
金
募
集
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
鹿
児
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
県

外
在
住
の
方
々
に
対
し
て
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
「
か
ご
し
ま
応
援

寄
附
金
」
が
あ
り
ま
す
。「
か
ご
し

ま
応
援
寄
附
金
」
は
、
県
が
受
入
窓

口
と
な
り
、
寄
附
金
額
の
六
割
が
市

町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
中
、
日
置
市

に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
に
よ
り
、
六
十
六
件
の
個

人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
総
額

千
二
百
二
十
六
万
六
千
五
百
九
十
円

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
置
市
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
寄
附
金
を
、「
環
境
の
保
護
」

「
健
康
・
福
祉
の
増
進
」「
観
光
・
産

業
の
振
興
」「
ひ
と
づ
く
り
の
た
め

の
教
育
」「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、

寄
附
金
の
お
申
し
込
み
の
際
に
、「
福

祉
の
増
進
」
や
「
小
中
学
校
の
図
書

購
入
費
」
な
ど
、
使
い
み
ち
を
指
定

い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
寄

附
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
も
、「
日
置
市
」を
よ
り
応
援

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
市
外

で
活
躍
さ
れ
る
ご
家
族
や
ご
友
人
へ

の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
二
十
二
年
度
中
に
い
た
だ

い
た
寄
附
者
の
紹
介
】

　

居
住
地
お
よ
び
氏
名
の
公
表

を
ご
了
承
い
た
だ
い
た
方
々
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
寄
附
受
付
順
・
敬
称
略
）

・
鮫
島　
廣
海　
　
和
歌
山
県
岩
出
市

・
前
田　
国
次　
　
東
京
都
練
馬
区

・
貴
田
田
鶴
子　
　
兵
庫
県
神
戸
市

・
川
畑　
綾
子　
　
東
京
都
品
川
区

　
（
旧
姓　
本
田
）

・
勝
俣
ヨ
シ
エ　
　
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

・
渡
邊　
泰
子　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市

・
原
口
酒
造
株
式
会
社　
代
表
取
締
役

　
原
口　
俊
一　
　
日
置
市
吹
上
町

・
株
式
会
社
本
坊
商
店　
代
表
取
締
役

　
本
坊
松
一
郎　
　
鹿
児
島
市
錦
江
町

・
中
間　
　
勉　
　
兵
庫
県
神
戸
市

・
松
下
ひ
と
み　
　
大
阪
府
大
阪
市

・
谷
川　
吉
美　
　
神
奈
川
県
大
和
市

・
坂
口　
三
郎　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
中
串
喜
比
子　
　
大
阪
府
池
田
市

・
満
冨　
和
郎　
　
千
葉
県
千
葉
市

・
千
田　
哲
生　
　
東
京
都
日
野
市

・
徳
重　
勝
法　
　
兵
庫
県
西
宮
市

・
坂
口　
四
郎　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
本
田　
勝
彦　
　
東
京
都
目
黒
区

・
加
藤　
　
誠　
　
福
岡
県
北
九
州
市

・
山
下　
佐
明　
　
山
梨
県
甲
府
市

・
牧
之
内
繁
男　
　
福
岡
県
福
岡
市

・
泊　
　
隆
義　
　
愛
知
県
津
島
市

・
今
村　
武
夏　
　
東
京
都
品
川
区

・
堀
之
内
康
信　
　
東
京
都
調
布
市

・
宮
﨑　
葉
子　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市

・
東
福　
清
徳　
　
茨
城
県
取
手
市

・
豊
辻　
智
則　
　
栃
木
県
下
野
市

・
井
之
上
善
行　
　
東
京
都
西
東
京
市

・
畠
中　
優
子　
　
沖
縄
県
糸
満
市

・
西
酒
造
株
式
会
社　
代
表
取
締
役

　
西　
陽
一
郎　
　
日
置
市
吹
上
町

・
田
代　
孝
之　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
小
寺　
　
隆　
　
大
阪
府
豊
中
市

・
和
田　
　
紘　
　
千
葉
県
四
街
道
市

・
有
馬
フ
ミ
子　
　
京
都
府
向
日
市

・
髙
田　
博
文　
　
京
都
府
向
日
市

・
有
馬
千
代
子　
　
京
都
府
向
日
市

・
吉
川　
晶
子　
　
京
都
府
向
日
市

・
恒
吉　
五
男　
　
兵
庫
県
加
古
川
市

・
下
茂　
　
忍　
　
大
阪
府
河
内
長
野
市

・
田
中　
重
行　
　
大
阪
府
大
阪
市

・
鴋
澤　
正
人　
　
千
葉
県
市
原
市

・
松
尾　
俊
一　
　
千
葉
県
館
山
市

・
大
森
差
喜
子　
　
大
阪
府
大
阪
市

・
岩
橋　
健
二　
　
大
阪
府
堺
市

・
大
森　
康
宏　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
桑
木
野
守
人　
　
東
京
都
あ
き
る
野
市

・
坂
口　
健
治　
　
東
京
都
江
東
区

・
東　
　
泰
秀　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

・
岡
元
伊
曽
子　
　
兵
庫
県
西
宮
市

・
堀
之
内
優
子　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
牧
之
内
隆
久　
　
東
京
都
三
鷹
市

・
上
園　
剛
生　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
福
島　
康
彦　
　
大
阪
府
大
阪
市

・
田
代　
正
行　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
比
良　
健
一　
　
香
川
県
高
松
市

・
瀬
戸
口　
晃　
　
兵
庫
県
宝
塚
市

※�

　
ほ
か
に
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い

九
人
の
方
か
ら
も
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

６６
件
の
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
約
千
二
百
二
十
六
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

寄附金の主な使いみち

活用
年度 内　　　　　　　容

22年度

元気な市民づくり運動推進事業
乳幼児医療費助成事業
夢づくり事業
（特色ある学校づくりを推進する事業）
日置市推薦図書購入費
協働の地域づくり事業助成事業
地区花火大会支援金

23年度

吹上浜環境保護活動
老人介護手当支給事業
江口浜クラゲ対策ネットの設置
公民館活動費
子育て支援センター事業
（子育て後援会）
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「STOP滞納！」
　 市では、市営住宅の家賃滞納のある方に対し、裁判所への申立て手続きを始めました。
　滞納している住宅家賃について和解し、計画的な納付をすることで完納につなげます。
　�しかし、相談もない、和解に応じない、納付の意思がない場合などは、住宅を明渡すための訴訟を起
こします。

　お問い合せ先
本庁　特別滞納整理課　℡２７３－２１１１（内線１１７０・１１７１）

◆事情のある方は◆　納税・納付相談にお越しください。
　病気や失業・事業の経営不振など、やむを得ない理由で一時的に税金等を納期内に納付するこ
とが困難な方については、生活状況などを聞かせていただいた上で、分割納付などをすることが
できます。

預貯金 所得税還付 給与 その他
１２１件 ４１件 ２件 ３件

5,02７,７44 円 2,4７4,７89 円 3１3,300 円 １,2７0,440 円

※即決和解とは、当事者双方が裁判所に出頭します。裁判官の前で双方が和解条項を認めれば和解成立とな
り、確定判決と同じ効力があります。また、和解内容が履行されない場合は、明渡し及び財産の強制執行を
行います。
　
・期限内に納めないと滞納処分されます。
　市では、税金や保険料等の滞納があるにもかかわらず、納付意識がない方や分割納付誓約を守らない方に
対して預貯金等を差押えます。
　多くの方はきちんと納税・納付しており、市としては、公平性を保つためにも差押え等の滞納処分を行っ
ていきます。
　

滞納していると、次のようなことになります。
　◇会社に給与の調査が行われ、社長から納付するよう注意された。
　◇不動産を差押えられた。（差押えの登記がされた。）
　◇通帳から預金が差押えられ、他の返済が遅れた。
これらは、滞納者の意思に関係なく調査することができ、また、差押えをすることができます。
差押えられてからでは遅すぎます。
　
・平成 ２２ 年度の日置市滞納処分状況
　　　差押件数　（市税・介護保険料・後期高齢者医療保険料）

調書作成

簡易裁判所

日置市 滞納者

①
② ②
③ ③

➡訴訟へ 住宅の明渡し

裁判所への申立て－既に1２件申立て－

相
談
等
が
な
い
場
合

強制執行

①即決和解の申立

②呼出状の送達

③即決和解期日（法廷での審問）

和解成立 和解不成立

０住宅滞納ゼロ作戦
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日
置
市
地
区
公
民
館
条
例
に
基
づ

き
、
地
区
公
民
館
で
は
、

①
地
域
づ
く
り
活
動

②
生
涯
学
習
活
動

③
地
区
住
民
の
参
画
や
交
流

④
証
明
書
等
の
受
付
・
交
付

⑤
施
設
・
設
備
の
公
共
的
利
用
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
種
の
事
業
は
、
生
涯
学
習
や
証

明
書
等
の
発
行
な
ど
、
市
が
直
営
す

る
も
の
を
除
き
、
地
区
公
民
館
の
会

計
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
財
源
の
主
な
も
の
は
、
地
区

公
民
館
費
と
交
付
金
や
補
助
金
で

す
。

　
地
区
公
民
館
費
は
、
地
区
の
自
主

財
源
と
な
る
も
の
で
、
地
区
公
民
館

員
（
地
区
民
）
が
負
担
す
る
会
費
で

す
。
そ
の
額
は
、
地
区
の
規
模
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
地
区
の
総

予
算
の
お
よ
そ
三
～
四
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
交
付
金
は
、
市
が
交
付
す
る
地
区

自
治
公
民
館
活
性
化
交
付
金
が
柱
と

な
り
ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
、
地
区

の
世
帯
や
組
織
に
よ
っ
て
算
出
基
準

（
下
表
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

構
成
は
、
運
営
費
、
専
門
部
費
、

事
務
費
、
研
修
費
、
施
設
管
理
費
、

活
性
化
事
業
費
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
運
営
費
は
地
区
の
役
員
会
な
ど

の
運
営
に
関
す
る
経
費
を
、
専
門
部

費
は
、
地
区
に
設
置
さ
れ
た
体
育
部

や
女
性
部
等
の
専
門
部
活
動
経
費
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
費

は
消
耗
品
な
ど
の
事
務
経
費
を
、
研

修
費
は
、
地
区
の
先
進
地
視
察
や
講

演
会
な
ど
の
研
修
経
費
と
し
て
算
入

し
て
い
ま
す
。

　
施
設
管
理
費
は
、
館
庭
や
体
育
館

等
の
管
理
度
合
い
に
よ
っ
て
交
付
し

て
い
ま
す
。
廃
校
跡
を
館
と
し
て
い

る
地
区
は
、
特
大
の
区
分
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
性
化
事
業
費
は
、
親
睦

融
和
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
地
域
美
化
、
伝
統
の
保
存

継
承
な
ど
、
よ
り
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た

め
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
地
区
公
民
館
は
、
自
治
会
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
中
域
的
な
課
題
解
決

の
受
け
皿
と
な
り
、
市
と
の
協
働
の

拠
点
で
す
。

　
館
費
や
交
付
金
以
上
に
、
地
区
民

の
参
画
が
大
切
な
財
源
で
す
。

地区公民館
運営のしくみ

多くの地区民が参加した野首地区運動会
（５月１日　野首地区公民館体育館 )

　
市
内
２６
地
区
公
民
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を
終
え
、

平
成
２３
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
区
は
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
年
間
活
動
計
画
に
基
づ

い
て
各
種
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
財

源
が
必
要
で
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
財
源
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

地
区
の
協
働
や
自
治
の
活
動
財
源

＊A～ Fの合計額が交付額
例）５５０ 世帯で専門部が６、管理負担 ｢中｣ の地区の場合

A運営費 5０,０００
B 専門部費 １００,０００
C事務費 5０,０００
D研修費 5０,０００
E 施設管理費 5０,０００
F 活性化事業費 25０,０００

合計 55０,０００

市交付金額の算出基準
( 単位 : 円 )

区　分 基　準 金　額

A運　 営　 費

499世帯以下 25,000
500 ～999世帯 50,000
1,000 ～1,499 世帯 75,000
1,500 ～1,999 世帯 100,000
2,000 ～2,499 世帯 125,000
2,500 世帯以上 150,000

B専 門 部 費 専門部数×20,000 円�
（上限100,000 円） 100,000

C事　 務　 費 一律 50,000
D研　 修　 費 一律 50,000

E施設管理費

管理負担　無 0
　 〃 　　小 25,000
　 〃 　　中 50,000
　 〃 　　大 75,000
　 〃 　　特大 100,000

F 活性化事業費

249世帯以下 200,000
250 ～499世帯 225,000
500 ～749世帯 250,000
750 ～999世帯 275,000
1,000 ～1,249 世帯 300,000
1,250 ～1,499 世帯 325,000
1,500 ～1,999 世帯 350,000
2,000 世帯以上 450,000

（表）

特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
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四
月
十
七
日
、
吹
上
浜
公
園
陸
上

競
技
場
を
中
心
に
、
吹
上
青
松
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
六
回
開
催
の
歴
史
あ
る
大
会

も
今
年
で
最
後
。
七
㌔
コ
ー
ス
で
は

日
本
三
大
砂
丘
吹
上
浜
を
走
る
特
色

あ
る
コ
ー
ス
に
、
今
年
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
合
わ
せ
て
千
五
百
二
十
八
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
ツ
ツ

ジ
コ
ー
ス
（
一・五
㌔
）、
青
松
コ
ー

ス
（
三
㌔
）、
日
本
三
大
砂
丘
コ
ー

ス
（
七
㌔
）。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
レ

イ
ク
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
（
五
㌔
）、
白

砂
コ
ー
ス
（
十
㌔
）
に
分
か
れ
、
参

加
者
は
心
地
よ
い
春
風
の
中
、
最
後

の
ラ
ン
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
商
工
会
婦

人
部
に
よ
る
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、
野

菜
や
ふ
く
れ
菓
子
な
ど
の
特
産
品
や

マ
レ
ー
シ
ア
物
産
な
ど
の
販
売
も
行

わ
れ
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
買
い
求
め

る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
合
併
時
か
ら
統
合
が
予
定
さ
れ
て

い
た
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
。

参
加
者
か
ら
は
、
特
色
あ
る
吹
上
青

松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
の
最
後
を
惜
し

む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
毎
年
十
二
月
開
催
の
梅
マ

ラ
ソ
ン
で
、
日
置
市
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
左
記
の
と

お
り
。（
市
関
係
分
敬
称
略
）

▼
一・
五
㌔
男
子　

高
良
美
彦
（
小

学
四
年
～
六
年
）

▼
一・
五
㌔
女
子　

岡
元
秀
佳(

小

学
四
年
～
六
年
）

池
田
響
子
（
中
学
生
以
上
三
十
歳
未

満
）

▼
三
㌔
男
子　
片
平
進
夢
（
小
学
三

年
以
下
）

馬
場
柊
翔
（
小
学
四
年
～
六
年
）

▼
三
㌔
女
子　
久
保
那
奈
（
小
学
四

年
～
六
年
）

満
園
奈
津
美
（
中
学
生
以
上
三
十
歳

未
満
）

▼
七
㌔
男
子　
竹
ノ
内
賢
次
（
三
十

歳
以
上
五
十
歳
未
満
）

▼
七
㌔
女
子　
池
上
良
子
（
五
十
歳

以
上
）

第
26
回
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

春風と砂丘を駆け抜けた！ラストラン＆ウォーク！
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四
月
か
ら
五
月
の
上
旬
に
か
け

て
、地
域
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総

会
が
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
地
域
ご
と
の
自
治

会
長
で
組
織
さ
れ
、自
治
会
を
取
り

巻
く
課
題
の
検
討
や
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。市
内
百
七
十
八

の
自
治
会
が
あ
り
、地
域
課
題
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、目
標
は
「
自
治
会

活
動
の
活
性
化
」

　

よ
り
良
い
自
治
会
運
営
を
目
指

し
、自
治
会
長
の
活
発
な
意
見
交
換

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　

事
前
予
約
型
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
を
四
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。　

　

運
行
は
、伊
集
院
地
域
五
路
線
と

吹
上
地
域
六
路
線
の
計
十
一
路
線

(

路
線
は
下
表
の
と
お
り)

。基
本
路

線
周
辺
の
公
道
か
ら
、指
定
の
市
街

地
と
周
辺
の
医
療
機
関
な
ど
の
ほ

か
、伊
集
院
は
ゆ
す
い
ん
、吹
上
は

ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
ま
で
乗
車
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
週
二
日
、一
日
二
往
復
で
、運
賃
は

一
便
乗
車
に
つ
き
三
百
円
。事
前
に

路
線
を
担
当
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
に

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」調

印
式
が
、四
月
十
九
日
、市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
地
震
、風
水
害
等
の
災

害
が
発
生
、ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、避
難
所
等
へ
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
供
給
を
行
う
た
め
に
必
要

な
資
機
材
の
調
達
、運
搬
お
よ
び
設

置
等
を
行
う
た
め
の
協
定
で
す
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
確
保
に
、ま
た
一
つ
安
心
が
増

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

よ
り
良
い
自
治
会
運
営
を
目
指
し
て

地
域
の
交
通
手
段
と
し
て
大
い
に
活
用
を
！

大
規
模
災
害
発
生
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始
に
際
し

四
月
四
日
、乗
合
タ
ク
シ
ー
出
発
式

が
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　　
　

　

式
で
は
、市
長
や
運
行
関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。担
当
事
業
者
で
あ

り
、市
地
域
公
共
交
通
会
議
委
員
の

橋
口
修
治
さ
ん
が
「
地
域
の
交
通
手

段
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
改
善
点
を
見
つ
け
な
が

ら
、市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
交
通

手
段
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

式
に
も
参
列
し
た
、恋
之
原
線
利

用
者
は
「
通
院
で
毎
週
必
ず
乗
る
。

料
金
が
五
分
の
一
に
な
り
助
か
る
」

と
笑
顔
。乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、関
係
者

に
見
送
ら
れ
な
が
ら
乗
客
を
乗
せ
て

市
役
所
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
試
験
的
に
運
行

さ
れ
、導
入
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
は
休
止
し
ま
す
。乗
合
タ

ク
シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連

携
に
よ
る
新
し
い
公
共
交
通
の
検
討

は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、日
置
市
役
所
地
域
づ

く
り
課
ま
た
は
吹
上
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
路
線

　
伊
集
院
地
域

　
　
①
上
神
殿
線

　
　
②
中
川
・郡
線

　
　
③
竹
之
山
・土
橋
線

　
　
④
上
・下
方
限
線

　
　
⑤
恋
之
原
線

　
　
⑥
久
木
野
々
線

　
吹
上
地
域

　
　
①
平
鹿
倉
・湯
之
元
線

　
　
②
日
添
・田
之
尻
線

　
　
③
藤
元
・野
首
線

　
　
④
和
田
線

　
　
⑤
坊
野
・田
尻
線

乗
合
タ
ク
シ
ー
出
発
式

災
害
協
定
調
印
式

▲４月 15日に開催された伊集院地域の総会

地
域
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会
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日
置
市
転
入
職
員
宣
誓
式
が
四
月

八
日
、市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
日
置
市
へ
転
入
さ
れ
た
先

生
は
、小
学
校
に
新
規
採
用
職
員
四

人
を
含
む
四
十
七
人
、中
学
校
に
新

規
採
用
職
員
二
人
を
含
む
三
十
三

人
、教
育
委
員
会
に
一
人
。合
計

八
十
一
人
の
先
生
が
日
置
市
に
赴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、転
入
職
員
を
代
表
し
て

東
市
来
中
学
校
に
新
規
採
用
職
員
と

し
て
赴
任
さ
れ
た
若
松
智
仁
先
生

が
、宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
日
置
市
の
子
ど
も
た
ち
は
自
転

車
で
通
っ
て
い
る
子
も
多
い
た
め
か

元
気
が
と
て
も
い
い
。生
徒
へ
の
指

導
を
含
め
、切
り
替
え
の
し
っ
か
り

と
で
き
る
先
生
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」と
若
松
先
生
。

　
宣
誓
式
の
後
に
は
茶
話
会
が
開
か

れ
、先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
四
地
域
の

特
産
物
を
味
わ
い
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

四
月
七
日
、伊
集
院
小
学
校
の
入

学
式
に
あ
わ
せ
、日
置
地
区
防
犯
協

会
主
催
で
新
入
学
児
童
を
対
象
に
、

交
通
安
全
や
防
犯
の
呼
び
掛
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
昨
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
は
伊
集
院
地
域
の
民
生
委
員
や

日
置
警
察
職
員
を
含
め
約
四
十
人
が

参
加
。入
学
式
を
終
え
た
新
一
年
生

百
二
十
五
人
と
保
護
者
に
、陣
羽
織

や
よ
ろ
い
か
ぶ
と
姿
で
チ
ラ
シ
と
鉛

筆
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
チ
ラ
シ
の
合
言
葉
は
「
い

か
の
お
す
し
」。

　
チ
ラ
シ
を
手
渡
さ
れ
た
児
童
か
ら

は
「
い
か
の
お
す
し
」を
反
復
す
る

声
も
聞
こ
え
、一
緒
に
い
た
保
護
者

は
「
よ
ろ
い
か
ぶ
と
姿
の
方
と
も
ふ

れ
あ
い
、子
ど
も
に
と
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
に
な
っ
た
の
で
は
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
九
日
、日
吉
中
央
公
民
館

で
鹿
児
島
県
交
通
安
全
教
室
「
さ
わ

や
か
号
」の
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
、高
齢
者
ク
ラ
ブ
日
吉
支
部
か

ら
二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
指
導
専
門
員
と
日
置
警

察
交
通
課
長
が
、県
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
の

実
例
を
挙
げ
て
講
話
。参
加
者
は
、実

際
に
現
実
で
起
こ
っ
た
事
故
の
話

に
、真
剣
に
話
を
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
運
転
適
正
診
断
や
道
路

横
断
を
体
験
。横
断
す
る
時
に
は
安

全
確
認
を
し
な
が
ら
渡
る
、夜
に
歩

い
て
出
掛
け
る
時
は
必
ず
反
射
を
着

用
す
る
な
ど
、交
通
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

切
り
替
え
の
で
き
る
先
生
を
目
指
し
て

転
入
職
員
宣
誓
式

合
言
葉
は
「
い
か
の
お
す
し
」

交
通
安
全
！
意
識
高
め
て

新
入
学
児
童
見
守
り
活
動

交
通
安
全
教
室

☆
合
言
葉
「
い
か
の
お
す
し
」

　
　
「
い
か
」行
か
な
い

　
　
「
の
」乗
ら
な
い

　
　
「
お
」大
き
な
声
を
出
す

　
　
「
す
」す
ぐ
逃
げ
る

　
　
「
し
」知
ら
せ
る
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四
月
十
三
日
、「
人
権
の
花
」
運

動
指
定
校
の
花
田
小
学
校
で
、
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
互

い
に
協
力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と

で
、
命
の
大
切
さ
を
思
い
や
り
、
基

本
的
人
権
を
尊
重
す
る
心
を
身
に
付

け
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
学
校
を
指

定
し
て
全
国
で
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
す
。

　
式
で
は
、
日
置
市
人
権
擁
護
委
員

の
上
床
耕
造
さ
ん
が
「
み
ん
な
で
協

力
し
て
花
を
育
て
て
、
同
じ
く
ら
い

周
り
の
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
児
童
に
ひ
ま
わ
り
の

種
と
人
権
擁
護
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
児
童
を
代
表
し
て
岡
元

秀
佳
さ
ん
（
六
年
）
が
「
み
ん
な
と

協
力
し
て
、
心
を
ひ
と
つ
に
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

こ
の
取
り
組
み
が
地
域
に
も
広
が
り
、

み
ん
な
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
心
掛
け
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　
四
月
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館
で

日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
入
団
員
十
人
。
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が

入
団
し
ま
し
た
。

　
「
定
期
演
奏
会
を
目
指
し
て
練
習

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
今
回
入

団
し
た
駄
木
初
さ
ん
。

　
入
団
式
に
あ
わ
せ
て
歓
迎
演
奏
会

も
あ
り
、
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
演
奏
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
吉
地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
、
四
月
九
日
か
ら
十
日
の
二

日
間
に
か
け
て
、
県
立
南
薩
少
年
自

然
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
各
単
位
の
子
ど

も
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
話
し
合
い
活
動

や
野
外
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る

と
と
も
に
、
各
子
ど
も
会
相
互
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
内
十
五
の
子
ど
も

会
か
ら
中
学
生
三
十
五
人
が
参
加
。

　
研
修
内
容
は
、
小
学
生
と
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
講
習
や

話
し
合
い
活
動
に
、
仲
間
と
協
力
し

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ
カ

ヌ
ー
体
験
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然

の
中
で
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
深
め
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
員
の
李リ

ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン

濬
京
さ
ん
が
講

師
を
勤
め
る「
韓
国
料
理
教
室
」が
、

日
吉
地
域
の
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー(

四
月
九
日)

、
吹
上
地
域
の

伊
作
地
区
公
民
館(

四
月
十
六
日)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
東
市
来
地
域
で
料
理

教
室
は
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
他

の
地
域
で
も
開
催
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
今
回
初
め
て
二
地

区
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
吉
地
区
で
開
催
さ
れ
た
教
室
に

は
十
一
人
が
参
加
。
韓
国
料
理
の
味

付
け
と
い
え
ば
辛
さ
。「
ピ
リ
リ
ッ
」

と
刺
激
の
あ
る
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
や
唐

辛
子
な
ど
を
使
っ
て
、
豚
肉
炒
め
や

豆
腐
の
鍋
「
ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ
グ
」
な

ど
、
計
四
種
類
の
家
庭
料
理
を
作
り

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
料
理
は
、
ど
れ
も
赤
く

と
て
も
辛
そ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

食
べ
て
み
る
と
素
材
の
旨
み
と
程
よ

い
辛
さ
が
ち
ょ
う
ど
合
わ
さ
っ
て
お

り
、参
加
者
か
ら
も
「
お
い
し
い
！
」

「
ち
ょ
う
ど
い
い
辛
さ
で
食
欲
が
増

す
」
と
い
っ
た
声
が
挙
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
韓
国
料
理
教
室
、
文
化
体

験
等
を
企
画
、
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
お
い

し
い
韓
国
料
理
を
食
卓
に
加
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

花
を
育
て
て
、
は
ぐ
く
む
心

定
期
演
奏
会
を
目
指
し
て

地
域
の
頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
僕
＆
私
は
な
る
！

ち
ょ
う
ど
い
い
辛
さ
で
食
欲
倍
増

平
成
23
年
度
「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
式

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

韓
国
料
理
教
室
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四
月
十
七
日
、東
市
来
地
域
の
美

山
小
学
校
で
沈
家
伝
世
品
収
蔵
庫
再

開
館
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、市
内
外

か
ら
定
員
四
百
五
十
人
を
は
る
か
に

超
え
る
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、東
京
大
学
大
学
院
教
授

で
あ
り
、三
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美

術
館
の
司
会
を
務
め
た
姜カ

ン
サ
ン
ジ
ュ
ン

尚
中
氏
を

講
師
に
招
き
講
演
。「
感
動
す
る
力

な
ぜ
人
は
美
を
求
め
る
の
か
」
と

題
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
現
場

に
直
接
訪
れ
た
体
験
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
講
演
は
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

姜
尚
中
氏
は
「
芸
術
作
品
は
、自

分
の
運
命
を
受
け
入
れ
た
職
人
の
何

か
見
え
な
い
力
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、時
代
や
場
所
を
超
え
て
人
の
心

を
打
ち
ま
す
。も
っ
と
皆
さ
ん
、特
に

若
者
ほ
ど
芸
術
作
品
を
見
て
、触
れ

て
、感
動
を
受
け
て
ほ
し
い
。そ
れ
が

生
き
る
力
と
な
り
支
え
と
な
る
と
思

い
ま
す
」と
講
話
。芸
術
作
品
の
美
し

さ
や
感
動
だ
け
で
は
な
い
、人
が
語

る
こ
と
以
上
の
秘
め
ら
れ
た
力
に
つ

い
て
の
話
に
、観
客
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、展
示
場
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
沈
家
伝
世
品
収
蔵

庫
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
カ
ッ
ト
も
行
わ

れ
、大
勢
の
来
賓
、来
場
者
は
、脈
々

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
歴
代
沈
家
の

作
品
の
数
々
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

　
三
月
十
八
日
か
ら
五
月
二
十
二
日

に
開
催
さ
れ
、大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
「
花
か
ご
し
ま
2011
」。開
催

期
間
中
の
週
末
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
市
町
村
デ
ー
」で
四
月
十
七
日
、日

置
市
は
伊
作
田
地
区
の
田
植
え
は
ん

や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
披
露
し
た
の
は
、「
伊
作
田
地
区
の

田
植
え
は
ん
や
保
存
会
」の
皆
さ
ん
。

総
勢
三
十
人
で
踊
り
を
披
露
し
、踊

り
終
盤
で
は
餅
を
ま
き
、会
場
は
こ

の
日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。

　
ま
た
、販
売
ブ
ー
ス
で
は
、西
酒
造

協
力
の
も
と
日
置
市
特
産
焼
酎
を
販

売
。試
飲
会
も
あ
り
、た
く
さ
ん
の
来

客
者
で
、売
り
切
れ
る
商
品
も
出
る

な
ど
大
好
評
で
し
た
。

　

県
内
外
の
来
客
者
に
、日
置
市
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
月
三
十
日
、吹
上
町
施
設
利
用

促
進
協
会(

中
島
昌
治
会
長)

に
よ

る
部
会
が
吹
上
浜
砂
丘
荘
で
あ
り
ま

し
た
。

　

同
会
は
、吹
上
浜
公
園
の
体
育
施

設
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、地
元
へ
の
経
済
効
果
の
向
上
を

図
ろ
う
と
、全
国
・
九
州
ク
ラ
ス
の

大
会
や
合
宿
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、経
営
者
と

し
て
の
資
質
向
上
を
学
ぼ
う
と
、渕

上
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

柳
正
保
氏
を
招
き
「
接
遇
で
変
え
る

人
と
組
織
」と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
。「
現
在
は
技
術
で
差
が
出
な
い
。

接
遇
で
仕
事
が
も
ら
え
る
か
が
変

わ
っ
て
く
る
。と
に
か
く
笑
顔
が
大

切
な
の
で
、笑
顔
の
重
要
性
を
認
識

し
て
ほ
し
い
」な
ど
接
遇
の
重
要
性

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
行
政
や
商
工
会
、金

融
機
関
な
ど
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け

五
十
人
余
り
が
参
加
。多
く
の
経
験

を
織
り
交
ぜ
た
話
に
真
剣
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致
し
よ
う

田
植
え
は
ん
や
踊
り
披
露
！

芸
術
作
品
が
我
々
に
与
え
る
も
の
と
は

花
か
ご
し
ま
2011
市
町
村
デ
ー

吹
上
町
施
設
利
用
促
進
協
会
部
会
合
同
研
修
会

沈
家
伝
世
品
収
蔵
庫
再
開
館
記
念
講
演

▲取り合いになった餅まき

▲講演いただいた姜
カンサンジュン

尚中氏▲体育館は満席状態

▲大好評だった物販ブース▲大きな牛の模型に歓声が
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四
月
二
十
九
日
、美
山
地
区
の

四
百
年
窯
広
場
で
、美
山
ウ
ォ
ー
ク・

窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
美
山
地
区
公
民

館
が
主
催
し
、古
き
歴
史
を
持
つ
史

跡
や
、豊
か
な
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
、春
の
美
山
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の

下
、登
り
窯
焚
き
体
験
や
餅
つ
き
大

会
な
ど
に
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、し
っ

と
り
と
聴
か
せ
る
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
音
色
や
、み
ん
な
で
踊

り
た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
琉
球
音

楽
な
ど
で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
徒
歩
で
全
国
を
旅
し
て

い
る
途
中
で
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
田
村
優
雄
さ
ん
は
「
専
門

学
校
で
茶
道
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ

り
、好
き
な
薩
摩
焼
や
窯
を
見
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に

今
回
美
山
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
お
祭
り
が
新
鮮

で
楽
し
い
で
す
。個
人
で
な
く
地
域

が
協
力
し
て
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
う
ら
や
ま
し
い
」と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
月
十
四
日
、十
六
団
体
が
参
加

し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
「
フ

ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
、伊
集
院
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
同
会
館
の
自
主

文
化
事
業
と
し
て
今
年
初
め
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、各
地
域
の
公
民
館
講

座
な
ど
で
練
習
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
出
演
。観
客
は
音
楽
に
合
わ
せ
、

腰
や
手
を
し
な
や
か
に
動
か
し
な
が

ら
優
雅
に
踊
る
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
た
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
を
目

的
に
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、出
演

者
や
観
客
、ス
タ
ッ
フ
な
ど
か
ら

五
万
六
千
四
百
七
十
七
円
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、同
月
十
六

日
に
宮
路
市
長
に
手
渡
さ
れ
、日
置

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
日
本

赤
十
字
社
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
市
来
地
域
の
尾
木
場
地
区
で
四

月
三
日
「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
」

が
行
わ
れ
、日
置
市
内
を
は
じ
め
鹿

児
島
市
な
ど
か
ら
二
十
グ
ル
ー
プ

六
十
一
人
が
自
然
あ
ふ
れ
る
春
の
尾

木
場
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、早
速
袋
を
片
手
に
山

菜
狩
り
へ
。あ
ち
こ
ち
に
芽
を
出
し

た
ワ
ラ
ビ
や
ツ
ワ
、見
た
目
が
ネ
ギ

に
そ
っ
く
り
の
ノ
ビ
ル
な
ど
を
袋
が

溢
れ
ん
ば
か
り
に
摘
み
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、タ
ケ
ノ
コ
掘
り
に
も
挑
戦
。

参
加
者
は
、
目
印
の
場
所
に
ひ
ょ
っ

こ
り
と
頭
を
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
、

普
段
使
わ
な
い
ク
ワ
と
格
闘
し
な
が

ら
も
一
生
懸
命
収
穫
し
ま
し
た
。

　

散
策
後
は
、お
い
し
い
棚
田
米
と

地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
、漬
物

が
振
る
舞
わ
れ
、体
を
動
か
し
、お
腹

を
す
か
せ
て
い
た
参
加
者
か
ら
は
、

笑
顔
で
「
お
い
し
い
！
」「
参
加
し
て

よ
か
っ
た
」と
い
う
声
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、春
の
尾
木
場
で
山
菜

の
袋
も
お
腹
も
お
土
産
も
い
っ
ぱ
い

満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

春
の
美
山
の
お
楽
し
み

１６
団
体
が
優
雅
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露

春
の
尾
木
場
で
い
っ
ぱ
い
満
喫

第
１
回
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

め
だ
か
の
里
尾
木
場
「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
体
験
」

美
山
ウ
ォ
ー
ク
・
窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト

▲大賑いの会場

▲ラストはみんなで楽しく踊りました

▲神秘的な窯焼き
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短　

歌

　
か
ん
な
短
歌
会
（
東
市
来
）

再
び
の
桜
前
線
北
上
を
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー�

に
こ
や
か
に
伝
う

�

西
村　

辰
志

早
や
米
寿
よ
く
働
き
て
く
れ
し
よ
と
皺し

わ
し
わ
の

手
を
撫
で
て
や
り
た
り

�

下
茂
千
鶴
子

厨
辺
に
菜
の
花
一
輪
の
花
瓶
お
く
春
色
欲
し
い

花
冷
え
の
朝

�

町
田　

和
子

　
伊
集
院
短
歌
講
座

大
津
波
の
残
骸
の
前
に
立
ち
竦
み
母
恋
う
少
女

の
切
な
る
叫
び

�

今
田　

純
江

幼
な
子
か
恋
人
な
ら
手
を
繋
ぐ
の
に
微
妙
な
距

離
に
て
息
子
と
歩
く

�

永
山　

保
江

わ
が
動
き
気
遣
う
息
子
が
ケ
イ
タ
イ
に
知
り
得

し
歩
数
の
多
き
を
問
い
ぬ

�

宮
園　

良
子

　
日
吉
短
歌
会

生
涯
を
此
の
山
里
に
生
き
な
が
ら
え
情
け
貰
い

し
人
等
皆
逝
く

�

谷
川　

サ
ダ

穏
や
か
な
冬
の
海
原
沈
み
ゆ
く
日
輪
の
帯
火
の

柱
な
り

�
黒
葛　

恵
子

仏
壇
に
火
を
灯
し
経
を
読
む
孫
等
も
真
似
し
鐘

を
叩
き
ぬ

�

鳩
野
と
み
子

俳　

句

　
伊
集
院
俳
句
会

苗
木
市
見
知
ら
ぬ
人
と
教
へ
合
ひ

�

髙
山　

清
子

吾
一
人
に
波
は
寄
せ
来
る
春
の
音

�

横
井
キ
ヌ
ヱ

ひ
と
と
こ
ろ
闇
を
し
り
ぞ
け
山
桜

�

緒
方　

育
子

　
日
吉
町
俳
句
会

春
時
雨
屋
根
を
濡
ら
し
て
音
過
ぎ
る

�

横
山　

映
子

玉
ね
ぎ
を
背
丈
に
合
わ
せ
つ
る
し
け
り

�

江
田
真
知
子

背
中
よ
り
老
い
見
ゆ
妻
の
冬
帽
子

�

伊
堂
寺
重
義

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会

強
東
風
に
撓し

な
ふ
小
枝
に
鳥
の
影

�

池
上　

悠
子

菜
の
花
や
村
に
一
つ
の
太
鼓
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

迪
子

よ
る
べ
な
き
姉
の
忌
修
し
花
菫

�

児
玉　

智
子

さ
つ
ま
狂
句

　
コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

寝ね

っ
て
か
あ
出で

け来
た
よ
か
句
は
け
忘わ

す
れ
っ

�

種
ヶ
田
忠
紀
（
杉
風
）

寝ね

込く

だ
女か房
け
何
よ
ば
食
う
か
ち
炊ま

か
ね事

亭と

と主

�

上
池　

逹
男
（
酔
人
）

根あ

や気
ん
ね
息こ子
頑き

ば張
ら
ん
か
言ち

ゆ
て
厳き

び
し
親と

と父

�

田
満　

豊
二
（
し
つ
が
つ
）

　
土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
）

地
デ
ジ
カ
ち
何
い
も
分
か
ら
ん
爺じ

じ々

と
婆ば

ば々�
�

和
田　

竜
風
（
学
）

グ
ル
メ
じ
ゃ
ち
舌
が
肥
え
た
や
身
も
重お

ぶ
し

�

新
山
つ
ば
な
（
孝
子
）

詰
め
放
題
い
穴
か
あ
欲
が
逃
げ
だ
せ
っ

�

尾
堂　

一
髪
（
敏
昭
）

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会

上じ

ょ手
い
じ
ゃ
っ
ち
褒ほ

め
た
鶯

う
ぐ
いし
ゃ
毎め

に
っ日
来き

っ

�

松
清　

奏
華
（
幸
子
）

関か
ん
ぱ
っ
白
が
朝
ん
塵ご

ん
出だ

し
ゃ
暗く

ら
か
う
っ

�

池
上　

歌
子
（
良
子
）

無む
と
う
ひ
ょ

投
票
も
鉢は

ち
巻ま

く
締し

め
っ
鬨と

く
上
げ
っ

�

前
田　

一
天
（
和
平
）

（
氏
名
敬
称
略
）
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

61

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

６月４日～６月１０日は歯の衛生週間
～みがこうよ　未来へつなげる　じょうぶな歯～

❖ �家族で、お口の環境を整えよう！！（大人のむし歯菌が子どもへの感染の影響も）
　むし歯が多い人は、むし歯菌の量が多く、感染力も強いといえます。お母さんがむし歯を治療して
お口をきれいにすると、子どもにむし歯菌が移りにくくなります。子どもだけでなく大人もお口の環
境改善に努めましょう！

❖ �どうせ抜けるから、乳歯がむし歯になっても問題ないと思っていませんか？
　　　乳歯にも大事な役割があります。健康な乳歯は健康な永久歯のもとなのです。

①　フッ素入りの液でブクブクうがいをします。（フッ化物洗口法）

　　⇒　予防効果　５０～８０％（最も効果があります！）

②　歯科医院でフッ素を歯の表面に定期的に塗る　

　　⇒　予防効果　３０～４０％　

③　フッ素入り歯磨き剤の使用

　　丁寧な歯磨きで、お口の中をきれいに保ちましょう。

　　⇒　予防効果　２０～３０％

≪フッ化物（フッ素）使用によるむし歯予防効果≫
～フッ素は、歯を強くして酸から歯を守ります～　

市では、幼児の歯科検診（１歳半・２歳・３歳・５歳）を実施しています。
検診では、フッ素塗布や歯科衛生士によるブラッシング指導も行っています。

Ｈ２１年度歯科検診におけるむし歯有病者率（むし歯のある人/歯科検診受診者数）

１歳６カ月児から３歳にかけてむし
歯のある幼児の割合が約１０倍に。

歯磨きやおやつの食べ方（だらだら食べ）
などに注意が必要です。
おじいちゃん、おばあちゃんもかわいいお
孫さんのお口のためにおやつについて考え
ましょう。

国と比較してむし歯のある
幼児の割合が高いです。

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0
1.6

伊集院
0.0

25.2

4.8

東市来
■１歳6カ月児健診　■ 3歳児健診

24.7

9.1

日吉

36.8

8.5

吹上

41.3

3.6

日置市

28.3

3.93

県

33.09

2.52

国

22.95

☆育児相談☆（毎月第１、３月曜日）
歯科衛生士による相談実施
☆歯周病検診☆　
総合健診とあわせて、実施
（対象：３０～６０歳まで、５歳刻み）

☆フッ化物洗口法

現在、市内２保育園で取り組み中

（Ｈ２３年度は、さらに１園増加

予定）

今後、県・市も積極的に取り組み

をすすめていく方向です。
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�

四
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

小
屋
敷
慶み
ち

矢や　
大
助　
　
寺
脇

宇
都　
千ち

遥は
る　

裕
也　
　
向
江
町

坂
口　
理り

桜お　
学　
　
　
向
江
町

西
谷　
優ゆ
う

佑す
け　
篤　
　
　
猪
鹿
倉

馬
場　
菜な

月つ
き　
直
樹　
　
郡
内

山
下　
陽は
る
輝き　
明
彦　
　
瀬
戸
内

上
山
菜な

な

こ
々
子　
伸
一　
　
徳
重
東

下
堂
薗
侑ゆ
う

士し　
幸
治　
　
妙
円
寺
九
区

瀨
ノ
口
陽は
る

翔と　
博
也　
　
妙
円
寺
一
区

窪
田　
楓か
ざ

聖と　
和
也　
　
妙
円
寺
三
区

新
村　
宥ゆ

依い　
浩
一
郎　
天
神
馬
場

鈴
木　
凛り
ん　
　
慎
吾　
　
徳
重
東

田
代　
璃り

美み　
裕
次　
　
天
神
馬
場

宮
下　
一い
ち
花か　
浩
一　
　
妙
円
寺
九
区

宇
都　
絢あ
や

翔と　
良
明　
　
小
城

川
畑　
颯そ
う

大た　
真
一　
　
宮
脇

川
畑　
結ゆ

愛あ　
真
一　
　
宮
脇

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

今
村　
美み

く徠　
優
貴　
　
荻

大
矢　
隼は
や

斗と　
基
晶　
　
駅
前

勝
田　
菜な

心こ　
正
史　
　
古
市

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

山
路　
優ゆ
う

渡と　
武
広　
　
山
田

成
田　
太た

一い
ち　
潤
嗣　
　
諏
訪

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

ヒ
ベ
イ
ロ　
ス
カ
イ
ラ
ー　
ス
テ
ヴ
ァ
オ　
緑
ヶ
丘

野
添　
華は
な

香か　
修
一　
　
湯
之
元

吉
留　
莉り

乃の　
勝
一　
　
西
本
町

中
川　
健た
け
る　
　
斉　
　
　
小
牧

�

四
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

有
村　
義
盛　
　
９５　
　
清
藤

永
尾　
元
志　
　
８２　
　
銀
天
通

西　
　
保
郎　
　
９１　
　
上
之
馬
場

松
山　
サ
ダ　
　
７０　
　
立
野

都
ヨ
シ
子　
　
７８　
　
向
江
町

本
村
ヤ
ス
子　
　
８０　
　
飯
牟
礼
下

福
之
上
勝
雄　
　
７９　
　
下
方
限

守
屋　
範
子　
　
８０　
　
徳
重
東

元
吉　
正
人　
　
７１　
　
平
古

和
田　
信
雄　
　
７７　
　
竹
之
山

四
郎
園
ミ
ヱ　
　
８７　
　
上
方
限

原
之
園
京
子　
　
６８　
　
郡
内

松
下　
泰
雄　
　
６３　
　
寺
脇

中
島　
義
則　
　
９９　
　
中
央
通

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

桑
木
野
正
男　
　
５９　
　
中
央

野
﨑
ミ
ド
リ　
　
９０　
　
向
湯
田

鉾
之
原
マ
サ
ヱ　
８５　
　
高
山

重
信　
實　
　
　
７２　
　
田
之
湯

久
保　
昭
彦　
　
３８　
　
荻

松
下　
正
範　
　
７６　
　
駅
前

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

上
熊
須
タ
ミ　
　
８９　
　
中
区

西　
　
義
昭　
　
８２　
　
日
新

川
路
ヨ
ツ
子　
　
７５　
　
八
幡

松
﨑　
弘　
　
　
８３　
　
日
新

佐
土
原
茂
代　
　
７１　
　
南
区

横
山　
薫　
　
　
８５　
　
笠
ヶ
野

中
屋
敷
カ
ズ
ヱ　
９１　
　
中
区

北　
　
敏
幸　
　
５８　
　
日
置
麓

重
田　
美
鶴　
　
７３　
　
諏
訪

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

前
野　
精
一　
　
７８　
　
入
来

小
緑
セ
ツ
子　
　
７９　
　
入
来

下
津
貫
ミ
キ　
　
９３　
　
小
野
馬
場

棈
野　
文
男　
　
９６　
　
今
田

鳥
越　
テ
ル　
　
８９　
　
上
中
之
里

西
羽
田
ト
ミ
子　
８０　
　
入
来
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内
うち

　香
か お り

織さん〔２９歳〕
伊集院町古城　（古城自治会）
●　鹿児島県酪農業協同組合女性部
●　伊集院町畜産青年部

命
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ
を
教
え
た
い

　
「
牛
の
目
が
大
好
き
。
と
て
も
い
や
さ
れ
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
内
香
織
さ
ん
。
家
族
で
経
営
し
て
い
る
内
フ
ァ
ー
ム
で
酪
農
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
、

販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
三
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
た
め
、
自
然
と
高
校
、
大
学
も
音
楽
を
専
攻
。
卒
業
後

は
、
飲
食
店
に
調
理
人
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
二
十
三
歳
の
時
に
両
親
が
新
し
く
お
店
を

開
く
と
い
う
こ
と
で
、
跡
継
ぎ
を
決
心
し
、
酪
農
の
道
に
。「
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
業
種
の
道
を

歩
い
て
き
ま
し
た
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
香
織
さ
ん
の
朝
は
早
く
、
午
前
五
時
半
か
ら
搾
乳
を
行
い
、
七
時
半
か
ら
搾
乳
し
た
生
乳

を
加
工
し
、
販
売
し
て
い
る
「
ジ
ェ
ラ
ー
ド
工
房
pace
パ
ー
チ
ェ
」
の
手
伝
い
に
。
仕
事
の
終

わ
り
時
間
は
だ
い
た
い
夕
方
七
時
ご
ろ
。
牛
の
お
産
な
ど
の
際
に
は
時
間
に
関
係
な
く
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
酪
農
会
議
の
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
認
定
を
受
け
、
年
間
の
べ
千
人

以
上
を
家
族
み
ん
な
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
泊
り
込
み
の
修
学
旅
行
生
も
い
て
、
搾
乳
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験
。「
酪
農
教
育
を
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
、
や

さ
し
さ
を
教
え
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
い
い
お
乳
を
搾
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
、
消
費
者
に
届
け
て
い
き
た
い
」「
原
材

料
か
ら
こ
だ
わ
り
、
加
工
し
て
販
売
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
消
費
者
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が

る
と
思
う
」。
と
今
後
の
目
標
を
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ま
だ
ま
だ
私
も
酪
農
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
る
途
中
。
育
て
の
親
で
あ
り
、
酪
農
の
師
で
も
あ
る
両
親
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の

こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
」
と
香
織
さ
ん
。

　
今
日
も
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
乗
り
こ
な
し
、
牧
草
畑
で
父
と
娘
２
台
並
ん
で
作
業
し
て
い

る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

窪田　瑠
りゅうしん

心くん　（２歳７カ月）

父　勇二さん　母　奈保子さん
（吹上町湯之浦）

■おかあさんから
　食べることが大好きな瑠心くん。
　お姉ちゃん、お兄ちゃんに負けないく
らい大～きくなぁ～れ !!
　『瑠心くん』のことみんな大好きだよ !!

松﨑　大
たい

煌
が

くん　（１歳６カ月）

父　和樹さん　母　あゆみさん
（東市来町長里）

■おとうさんから
　これからも松﨑のばっばんと門川の
ばっばんのうちに笑顔配達に行こうね。
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　写真の史料は、吹上歴史民俗資料館に展示されているもの
で、薄板の上に紙を貼った、一辺の長さが７㎝くらいの小さ
なものです。この紙は鉄砲の的で、穴は弾が当たった跡です。
この的は江戸時代に、武士たちが各地で行った鉄砲の競技会
「鉄炮会」で使われたものです。
　薩摩藩内では広く鉄砲の競技が行われていたようですが、
史料が少なく、この鉄炮会史料は貴重なものです。的には天
保８（１８３７）・１１（１８４０）年の文字があるのでこの頃にも競
技が行われていたことが分かります。鉄炮会史料には、他に
「鉄炮会日記」や「鉄炮会星帳」（得点記録）などがあり、鉄
炮会の様子が分かります。
　史料によると、伊作（吹上地域南部）の郷士達は、阿久根
や国分、串木野、川内など各地の鉄炮会に参加しています。
他の地域も含めた鉄炮会全体の参加人数は、多いときは ２００
人近くになったようです。昼間は競技を行い、夜は宿で酒を
飲み楽しんでいたようです。現代の人達がスポーツを楽しむ
のと変わらないように思えます。

『油　絵』

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
幼
稚
園
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
年
少
の
こ
ろ
に
、
高
い
熱

を
出
し
て
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
私
を
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の

が
幼
稚
園
の
先
生
で
し
た
。
み
ん

な
か
ら
の
似
顔
絵
を
本
に
し
て
く

れ
た
り
、
幼
稚
園
で
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
話
し

終
わ
る
と
、

　
「
あ
っ
。
も
う
一
つ
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
っ
た
ん
だ
。」

と
言
い
、
小
さ
な
ピ
ア
ノ
が
つ
い

た
本
を
く
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
、

習
い
始
め
た
ば
か
り
で
し
た
が
、

ピ
ア
ノ
が
大
好
き
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
私
は
先
生
と
、
幼
稚
園

の
先
生
に
な
る
と
約
束
を
し
て
、

そ
れ
ま
で
小
さ
い
子
が
特
に
好
き

で
は
な
か
っ
た
の
が
、
大
好
き
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
将
来
、
そ
の
先
生
の
よ

う
に
一
人
一
人
の
こ
と
を
し
っ
か

り
分
か
る
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
い

先
生
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
利
小
学
校
　
六
年
　
鮫
島
　
三
佳
さ
ん

藤井　久一さん（４７歳） 吹上町赤仁田

　幼い頃から絵が好きで、中学時代
の美術部で本格的に油絵を始めま
した。数年前までは大島紬のデザイ
ナーをしていました。
　現在は、病院のデイケアで働きな
がら ９０ 人くらいのお年寄りを相手
に水彩画や水墨画、ちぎり絵や折り
紙などの創作活動を行っています。
「１週間程度で完成するように題材
を考えたり材料等を準備したりと、自分でするよりずっと大変」
「お年寄りも喜んでくださるのでやりがいがあります」
　今でも油絵を美展に出品するかたわらで、鹿児島市民美術展
のボランティアなどに参加しています。
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　鉄
てっぽう

炮会史料（吹上地域）

鉄炮会史料（吹上歴史民俗資料館蔵）

270
吹上中

吹上高校 日置市
吹上支所

花田小

伊作小

正円池
ゆーぷる
吹上 さつま湖

一
人
一
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
先
生
に
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　5１，44７ 人（　３58）
　男　　　24，１05 人（　215）
　女　　　2７，3７2 人（　1４３）
世帯数　　22，６2１ 　（　28７）
５月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１2，4７3人
伊集院地域　24，６22人
日吉地域　　� 5，4７3人
吹上地域　　� 8，909人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「晴れ舞台で披露」
　４月 １７ 日花かごしま市町村デーのス
テージで、東市来「伊作田地区の田植え
はんや踊り」を披露しました。多くの観
客が笑顔に包まれました。

（花かごしま市町村デー）
� Ｐ 13関連記事
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住吉地区公民館
（日吉地域）

　
日
吉
地
域
の
北
東
に
あ
る
住
吉

地
区
。
笠
ヶ
野
・
草
見
・
草
原
・

毘
沙
門
・
諏
訪
の
五
集
落
か
ら
な

り
、
約
三
百
六
十
世
帯
、
八
百
人

前
後
が
暮
ら
し
ま
す
。

　
住
吉
小
学
校
敷
地
内
に
公
民
館

が
あ
り
、
住
吉
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
優
し

く
見
守
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
地
区
で
す
。

住
吉
地
区
公
民
館
（
日
吉
地
域
）

地
域
の
和
を
大
切
に
育
む
自
然
豊
か
な
地
区

平
成
十
九
年
に
設
立
さ
れ
た
住
吉

地
区
公
民
館
。
年
に
三
回
か
ら

四
回
、
各
自
治
会
長
と
役
員
を
含
め

た
話
し
合
い
を
行
い
、
よ
り
良
い
地

域
に
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
が
多
く
、
青
少
年
育
成
部
、

産
業
部
、
婦
人
部
、
保
健
体
育
部
な

ど
、
役
割
を
分
担
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

住
吉
地
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
い

え
ば
産
業
祭
。
例
年
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
今
年
で
七
回
目
に
な
り
ま

す
。
自
治
会
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け
て

野
菜
品
評
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
出
店
販
売
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
野

菜
の
競
り
に
お
楽
し
み
抽
選
会
と
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
は
寒
い
季
節
に
は
欠
か
せ
な
い
手

作
り
豚
汁
が
、
婦
人
部
の
方
々
に
よ

り
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
住
吉
地
区
活
性
化
事
業
と

し
て
、
昨
年
十
五
夜
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
見
ど
こ
ろ
は
昔
な
が

ら
の
十
五
夜
の
綱
練
り
の
復
活
。
地

区
住
民
六
十
人
が
協
力
し
、
三
時
間

▲笠野邦彦館長

▲立派な野菜が出回る競り

▲昔ながらの大綱を使った綱引き大会

以
上
か
け
て
長
さ
約
三
十
㍍
の
大
綱

を
練
り
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
こ
の
大
綱
を
使
っ
た

綱
引
き
大
会
や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
相
撲
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
運
営
の
こ
れ
か
ら
の
目
標

は
、
も
っ
と
地
域
の
和
を
広
げ

て
い
く
こ
と
。
仕
事
を
し
て
い
る
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
講
座
や
活

動
の
時
間
帯
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。
昨
年
、
公
民
館
独
自
で
行
っ
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
や
、
今
年
新
し
く
計

画
し
て
い
る
ホ
タ
ル
の
観
察
会
な
ど

を
積
極
的
に
行
い
、よ
り
多
く
の
方
々

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
ま
す
。

編
集
た

い
む

　
今
月
号
か
ら
新
た
に
広
報
担
当

に
な
り
ま
し
た
広
報
マ
ン
で
す
。

四
月
異
動
が
分
か
っ
た
時
は
驚
き

ま
し
た
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

二
ヵ
月
経
過
。
時
の
過
ぎ
る
の
は

早
い
も
の
だ
な
と
こ
の
編
集
後
記

を
書
き
な
が
ら
実
感
し
て
い
ま
す

▼
今
年
度
は
異
動
に
加
え
、
私
事

な
が
ら
結
婚
、
そ
し
て
パ
パ
に
な

る
予
定
。
新
し
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
待
ち
受
け
て
い
る
一
年
に
な
り

そ
う
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
何
事

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
▼
取
材
の
ほ
う
で
は
初
め

て
の
広
報
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
ま
ど
う
こ
と
が
多
々
。
地
理
が

分
か
ら
ず
地
図
と
に
ら
め
っ
こ
の

日
々
。
救
わ
れ
る
の
は
、
た
ど
り

着
い
た
先
に
皆
さ
ま
の
温
か
い
笑

顔
が
待
っ
て
い
る
こ
と
。
あ
ら
た

め
て
日
置
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
学

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
▼
自
分
を

含
め
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
編
集
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
紙
へ

の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
、
気
軽
に

ど
し
ど
し
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
▼
一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。


